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金沢 捌 く京都大 ･霊長研)
外界の認知を視党に大きく依存している霊長類
にとって,哀惜は舟も虚空なコミュニケーション
の手段であり,その衷情表出をささえる形態的基
盤として.表情筋が発達している.霊長類の表情
筋については,Huber(1931)以来いくつかの研
究があるが,個体差についての検討や,表情表出
など機能の観点からの検討は,十分は行われてい
ないのが現状である｡また,ニホンザルの表情筋
に関する研究もほとんど行われていない｡
本研究は,ニホンザル表情筋の個体差の記載を
罪-の目的とした｡具体的には.ニホンザルの表
情筋について,
1)表情筋の起始停止部位
2)各衷偶筋の走行バターン
3)各表情筋の神経支配
の個体差を記載し,､その変異を検討した｡さら
に.表情筋関係の和文の資料が乏しいという現状
を鑑み,今後.形態学的基盤のない認知心理学等
の分野においても有効に活用されるよう,Huber
(1938)のアカゲザル表情筋についての文献の詳
細な日本語訳を作成し,さらに,その内容とニホ
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